
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

８
月
28
日
安
倍

総
理
は
病
を
理

由
に
突
然
の
辞

任
表
明
を
行
い

ま
し
た
。
持
病

の
悪
化
は
ス
ト

レ
ス
で
し
ょ

う
。
そ
の
原
因

は
「
桜
を
見
る

会
」、「
森
友
、

加
計
学
園
」
黒
川
検
事
長
の

定
年
延
長
問
題
、
コ
ロ
ナ
対

策
の
迷
走
、支
持
率
の
低
下
、

つ
ま
り
行
き
詰
ま
り
で
す
。

安
倍
政
治
の
特
徴
は
、
憲
法

９
条
改
悪
、「
戦
争
法
」「
特

定
機
密
保
護
法
」「
共
謀
罪
」

の
強
行
成
立
、「
森
友
、
加
計

学
園
」
問
題
、「
桜
を
見
る

会
」
な
ど
、「
お
友
達
」
優
遇

政
治
、
安
倍
内
閣
の
「
守
護

神
」
黒
川
検
事
長
の
定
年
延

長
問
題
な
ど
、
過
去
に
類
を

見
な
い
国
政
私
物
化
政
権
で

あ
り
、「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保

持
」論
は「
戦
争
推
進
内
閣
」、

ま
さ
に
最
長
・
最
悪
の
内
閣

と
言
え
ま
す
。
▲
外
交
の
問

題
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

言
い
な
り
で
、
米
国
製
兵
器

の
爆
買
。
北
方
領
土
問
題
で

の
４
島
返
還
か
ら
２
島
返
還

へ
の
方
針
転
換
は
、「
２
島
追

う
者
は
１
島
も
得
ず
」
と
な

り
、
成
果
ど
こ
ろ
か
日
本
の

為
に
な
ら
な
い
事
ば
か
り
で

し
た
。
▲
経
済
分
野
で
は
、

消
費
税
率
の
２
度
に
亘
る
引

き
上
げ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

国
民
の
間
に
格
差
を
拡
大
、

富
裕
層
は
益
々
肥
え
太
り
、

若
者
や
一
人
親
家
庭
の
多
く

が
貧
困
に
あ
え
い
で
い
ま

す
。
労
働
法
制
の
改
悪
で
非

正
規
雇
用
が
増
大
し
、
現
在

の
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
派
遣
切

り
や
就
労
時
間
の
短
縮
に
よ

る
収
入
減
で
危
機
的
な
状
況

に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
母
子
家
庭
で
は
、
子
ど

も
に
食
べ
さ
せ
る
た
め
に
自

分
は
１
日
１
食
に
し
て
い
る

と
言
う
話
し
を
聞
き
ま
し

た
。
各
地
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク

は
利
用
者
が
増
え
食
材
集
め

に
奔
走
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
人
は
沢
山
居
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
を
見
れ
ば
安
倍
首

相
の
後
継
内
閣
は
安
倍
政
治

の
継
承
で
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。�

（
丹
羽
）

共に生きる社会の仲間を支援したい！
外国人医療相談会開催〜受療権・生存権を守る運動として〜

　

去
る
８
月
30
日
（
日
）
前

橋
協
立
病
院
敷
地
内
の
生
協

会
館
を
会
場
に
外
国
人
医
療

相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
医
療
相
談
会
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
北
関
東
医
療
相
談
会

（
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｓ
）
の
主
催

で
、
外
国
人
の
生
活
支
援
を

目
的
と
し
て
定
期
的
に
北
関

東
の
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
暮
ら
し
な
が

ら
在
留
資
格
を
与
え
ら
れ

ず
、
働
く
事
も
許
さ
れ
ず
、

医
療
保
険
の
資
格
も
無
い
過

酷
な
生
活
状
況
の
中
、
健
康

不
安
を
抱
え
て
医
療
に
か
か

る
事
が
難
し
い
外
国
籍
の

方
々
の
健
康
診
断
や
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
、
食
糧
支

援
を
無
料
で
一
つ
の
会
場
内

に
お
い
て
受
け
る
事
が
で
き

る
相
談
会
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
初
め
て
の

開
催

　

し
か
し
、
こ
の
取
り
組
み

も
コ
ロ
ナ
禍
で
半
年
間
に
わ

た
っ
て
開
催
が
出
来
て
お
ら

ず
、
今
後
開
催
の
見
通
し
も

立
た
な
い
現
状
で
あ
る
こ
と

を
北
関
東
医
療
相
談
会
事
務

局
長
で
あ
る
長
澤
正
隆
氏
か

ら
お
聞
き
し
、「
大
変
な
思
い

を
し
て
い
る
人
が
増
え
た
今

だ
か
ら
こ
そ
外
国
人
医
療
相

談
会
を
実
施
す
る
意
義
が
あ

る
」
と
前
橋
協
立
病
院
岩
森

秀
樹
院
長
が
決
意
し
、
Ａ
Ｍ

Ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｓ
と
群
馬
中
央
医
療

生
協
合
同
の
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

各
健
診
会
場
は
院
内
と
は

別
の
建
物
に
設
置
し
、
参
加

者
全
員
が
マ
ス
ク
お
よ
び
フ

ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用
、

手
指
消
毒
等
万
全
の
感
染
対

策
を
行
い
、
当
日
は
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｇ
Ｏ
Ｓ
関
係
者
32
名
と
当
法

人
職
員
62
名
が
参
加
し
無
事

実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
健
診
者
は
42
名
で
イ
ラ

ン
・
ネ
パ
ー
ル
・
ス
リ
ラ
ン

カ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ
ト
ナ

ム
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
国
籍
は

様
々
で
す
。

初
の
小
児
科
・
歯
科
検
診

　

今
回
の
医
療
相
談
会
は
開

催
史
上
初
め
て
小
児
科
・
歯

科
検
診
も
実
施
し
ま
し
た
。

医
師
に
診
て
も
ら
う
事
が
初

め
て
の
子
ど
も
た
ち
や
、
抜

歯
し
た
も
の
の
そ
の
ま
ま
の

状
態
の
口
腔
内
の
方
、
自
国

で
婦
人
科
疾
患
を
指
摘
さ
れ

な
が
ら
「
ど
こ
の
病
院
に
行

け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
か

っ
た
」
と
い
う
女
性
の
方
な

ど
、
様
々
な
困
難
を
抱
え
た

方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
事
情
を
鑑
み

て
、
今
回
医
療
相
談
会
を
開

催
し
た
事
で
意
義
あ
る
民
間

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
翼

を
担
え
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　
「
困
り
ご
と
」「
体
調
不
良
」

が
あ
る
と
き
は
協
立
病
院
に

行
こ
う
！
と
い
う
認
識
を
持

っ
て
い
た
だ
け
て
つ
な
が
り

が
作
れ
た
事
や
、
こ
う
し
た

事
情
を
発
信
し
て
い
く
事
に

よ
り
地
域
で
暮
ら
す
組
合
員

さ
ん
た
ち
に
も
外
国
籍
の
方

の
実
情
が
共
有
さ
れ
た
こ
と

で
【
支
え
合
い
で
、
共
に
生

き
、
誰
も
が
つ
な
が
る
豊
か

な
地
域
】
を
一
緒
に
作
っ
て

い
く
事
が
出
来
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

（
前
橋
協
立
病
院

事
務
次
長　

阿
部
裕
美
）

※
３
面
に
関
連
記
事

医事課での連携風景 歯科検診の様子 採血の様子

受付でのトリアージ 健診風景 通訳さんと問診を聞き取る看護師
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先
生
を
知
る
誰
も
が
、
先
生
の
早
す
ぎ

る
死
を
悼
み
、
先
生
を
喪
っ
た
こ
と
に
深

い
喪
失
感
を
抱
き
、
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い

ま
す
。

　

先
生
は
学
生
時
代
を
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
花

形
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
医
者

に
な
っ
て
か
ら
は
仲
間
達
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
患
者
さ
ん
や
家

族
・
地
域
の
人
々
・
職
員
に
向
け
、
さ
ら

に
は
保
険
医
協
会
の
仲
間
の
医
師
達
に
向

け
て
な
ど
、
様
々
な
機
会
に
映
画
や
美
術

な
ど
幅
広
い
話
題
に
ふ
れ
な
が
ら
、
自
由

で
闊
達
で
、
わ
か
り
や
す
く
楽
し
く
、
そ

れ
で
い
て
社
会
や
政
治
の
不
正
に
も
鋭
く

切
り
込
む
よ
う
な
多
く
の
文
章
を
書
き
残

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
橋
協
立
病
院
の
病
院
長
と
し
て
、
さ

ら
に
は
群
馬
民
医
連
の
会
長
と
し
て
、
ま

た
群
馬
保
険
医
協
会
の
副
会
長
、
群
馬
中

央
医
療
生
協
の
副
理
事
長
な
ど
多
く
の
重

要
な
公
的
役
割
を
担
い
、
指
導
力
を
発
揮

し
、
重
い
責
任
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は
利
根
中
央
病
院

の
内
科
医
師
体
制
の
困
難
な
状
況
を
打
開

す
べ
く
、
沼
田
ま
で
通
い
、
内
科
医
師
と

し
て
の
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
ま
た
、
前

橋
協
立
病
院
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
内
科
の

困
難
な
体
制
を
補
う
べ
く
療
養
型
病
棟
を

担
当
す
る
こ
と
を
買
っ
て
で
て
く
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
先
生
は
勿
論
小
児
科
の
医

師
で
あ
り
、
骨
の
髄
ま
で
、
子
ど
も
が
好

き
で
あ
り
、
病
に
冒
さ
れ
た
子
ど
も
、
困

難
を
抱
え
苦
し
む
子
ど
も
に
寄
り
添
い
支

え
、
力
と
な
る
こ
と
を
何
よ
り
の
喜
び
と

お
別
れ
の
言
葉
　
深
澤
尚
伊
先
生

群
馬
中
央
医
療
生
活
協
同
組
合
　
理
事
長
　
瀧
口
　
道
生

2020年度 生協強化月間スタート

　毎年、秋のキャンペーンとして取り組まれている生協強化月間（10月・11月）は、新型コロナウイ
ルス拡大が予断を許さない状況下でのスタートとなりました。つながりや連携を活かし、組合員・職員
の知恵と力の結集で、地域の困ったことに対応するなど、医療生協の存在意義を示す機会としましょう。
具体的な行動提起及び取り組みのヒントを紹介します。

“つながりづくりは健康づくり”
外出自粛でつながりが途絶えていませ
んか？
＊�月間中は感染防止に配慮しながらの訪問活動
をすすめます。インターホン越しや垣根越し等
で対話を重視しましょう。
＊�機関紙を配布しながら声かけしましょう。配布
先を増やす訪問にも取り組みましょう。
＊�集まらなくてもつながれる方法で班をつくる
など創意工夫を！
＊�対面しなくてもつながる方
法としてスマホの活用をお
すすめします。これを機会に
スマホデビューしてみませ
んか。

医療・介護の事業を守るための増資運動を再度呼びかけます！
　コロナ危機を乗り越える夏の増資運動では多くの方にご協力いた
だきありがとうございます。医療機関の経営状況は厳しい状況が続
いています。地域医療を守るために引き続き増資運動を呼びかけま
す。振込による増資も可能です。

コロナ後の社会のあり方について、考えましょう！
　みなさんの意見を「くらしと健康」にぜひ、お寄せください。

自治体健診はお済ですか？
　医療生協の病院・診療所は感染防止に十分配慮して
いますので、安心してご利用ください。

困っていることはありませんか？
無料低額診療事業を知らせましょう！
　コロナの影響でくらしや健康などで困りごと
がある方は各事業所または生協本部にご相談く
ださい。

こんな時だからこそ、気軽にできる
健康づくりにチャレンジしませんか？
　ぐんままるごと健康チャレンジを！
　※４ページで詳細紹介

新型コロナウイルス感染拡大への対応を最優先し、いのち・くらしを支
える事業の継続と、新たなつながりづくりを協同の力ですすめましょう。

生
き
が
い
と
す
る
小
児
科
医
で
し
た
。
当

生
協
が
４
年
前
か
ら
開
始
し
た
無
料
学
習

塾
は
先
生
の
熱
意
な
く
し
て
は
決
し
て
実

現
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　

先
生
の
も
う
ひ
と
つ
の
顔
は
社
会
活
動

家
と
し
て
の
顔
で
す
。
群
馬
の
反
核
医
師

の
会
の
代
表
と
し
て
核
と
平
和
の
問
題
に

と
り
く
み
、
さ
ら
に
、
環
境
問
題
や
格
差

の
問
題
な
ど
常
に
あ
る
べ
き
社
会
の
姿
を

描
き
、
不
正
と
た
た
か
い
、
多
く
の
場
で

語
り
、
文
章
と
し
て
訴
え
る
な
ど
の
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
先
生
の
人
生
を
語
る
時
に
３
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
第
一

は
、
強
い
正
義
感
と
責
任
感
で
あ
り
、
第

二
は
、
底
抜
け
の
優
し
さ
と
人
を
愛
す
る

心
に
支
え
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
精
神
、
そ
し

て
第
三
は
、
人
生
を
楽
し
む
心
で
す
。
そ

れ
ら
が
先
生
と
い
う
個
に
統
一
さ
れ
た
実

体
と
な
っ
て
、
そ
の
人
生
を
貫
い
た
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
慕
わ

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

旅
立
た
れ
た
先
生
の
中
に
多
く
の
や
り

残
し
た
思
い
や
計
り
知
れ
な
い
無
念
の
思

い
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
残
さ
れ
た
私
た
ち
も
先

生
を
失
っ
た
痛
み
と
悲
し
み
を
長
く
抱
き

つ
づ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、先

生
の
こ
こ
ろ
ざ
し
を
受
け
つ
い
で
少
し
で

も
前
に
進
み
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
見
守

っ
て
下
さ
い
。

　
（
９
月
８
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
「
お
別
れ

の
会
」
で
の
ご
挨
拶
を
編
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。）

　

訃
報　

深
澤
尚
伊　

医
師

　

２
０
２
０
年
６
月
５
日
、
群
馬
中
央
医
療
生
協
副
理
事
長
を
６
月
末
で
退
任
さ
れ
ま
し

た
深
澤
尚
伊
医
師
が
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
橋
協
立
病
院
小
児
科
科
長
、
同
病
院
長
を
歴
任
さ
れ
、
群
馬
中
央
医
療
生
協
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
深
澤
尚
伊
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
み
瀧
口
道
生
理
事
長
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
追
悼
の
言
葉
を
ご
紹
介
し
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
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テレビや新聞でお馴染みの木村博一教授

パース大学大学院 保健科学研究科 教授
横浜市立大学医学部 客員教授
群馬大学医学部 客員教授
日本大学理工学部 客員教授
国立感染症研究所 客員教授

2006年４月〜2017年８月
国立感染症研究所感染疫学センター６期室長

開催日時：10月７日（水）午後２時〜午後４時
参加費：無　料
参加申込〆切：
�　①インターネットで参加する場合
　　10月５日（月）　参加者数上限なし
�　②分散会場で視聴する場合
　　10月２日（金）前橋会場　生協会館　　　60名
　　　　　　　　　太田会場　組合員ホール　10名
　　　　　　　　　桐生会場　組合員ホール　13名

インターネットでの参加を希望される方は、氏名・
年齢・参加人数・お住いの市町村を記載し、kumiaiin@
kyouritsu.org�へメールください。
QR�コードを使用すると簡単にメールを作成できます。

問い合わせ先　生協本部組合員活動課�027-265-3531（代表）

今、すべきことが
あると実感

前橋協立病院
リハビリ室　理学療法士

竹内　志帆
　参加するまでは、その場で無料診療
を実施するだけでは、働く権利を得ら
れず医療保険も使えないという社会的
背景の根本の解決には繋がらないので
はないか、それらの解決の為には国へ
訴えかける活動をしなければ意味がな
いのではないかと思っていました。し
かし参加してみて、思っていた以上に、
身近に社会的背景を原因に医療を受け
られずに重篤な状態になっている人が
沢山いるということを知りました。国
籍や収入に関わらず、誰もが平等に医
療を受けられる為の場を設けるという
事はとても大切だと感じました。

誰ひとり
取り残さない
姿勢に感動

上川支部

関口　信子
　協立病院を会場に無料健康診断会
があると聞き、ボランティアで参加し
ました。病院の方々もたくさん参加さ
れていて協立病院の誰ひとり取り残
さずに健康を守ろうとする姿勢に感
動しました。コロナ禍で生活が深刻化
する中、言葉の壁もある外国籍住民の
方々が健康診断や食糧支援を受けら
れたことは大きな安心へつながった
と思います。誰もが安心して暮らせる
ことを願い、これからも自分にできる
ことでお手伝いしていきたいと思い
ます。

意思疎通を図って
心のよりどころに

前橋協立病院
４階病棟　准看護師

関谷　尚子
　外国人医療相談会に参加し、身体測
定や採血を担当させて頂きました。心
配していた言葉の壁は通訳の方に協
力して頂いたり、身振り手振りで意思
の疎通を図ることでトラブルなく終
えることができ、ホッとしました。コ
ロナウイルスの感染の危険がある中
でたくさんの外国人の方が来られた
ことに驚くと同時に、健康への関心が
高いことを知りました。今後もこのよ
うな機会があれば参加し、医療を提供
する場が継続できるよう協力してい
きたいと思います。

外国人医療相談会に参加して
１面で紹介した外国人医療相談会に参加した職員の感想を掲載いたします。

主催：群馬中央医療生協　平和まちづくり委員会

「福島をわすれない！」
学習会のご案内

日本史上最悪最大の公害事件
福島原発事故発生から10年目

あの原発事故被災地は今どうなっているのか？

<日時・会場＞
前　橋：①�10月31日（土）午後１:30〜４:00(予定）
　　　　　生協会館2F組合員ホール　30名
　　　　②�11月17日（火）午後１:30〜４:00(予定）
　　　　　生協会館2F組合員ホール　30名
伊勢崎：�10月21日(水)午後２:00〜４:30（予定）
　　　　お茶のみ保健室たんぽぽ　20名
桐　生：�11月14日(土)午後２:00〜４:30（予定）
　　　　桐生協立診療所２F組合員ホール　13名
＜参加費＞無　料（申し込み先着順、定員になり次第締め切り）
＜お　話＞丹治杉江　さん
　　　　　�2011年７月福島県いわき市より前橋に避難
　　　　　原発事故損害賠償群馬訴訟　原告
＜学習内容＞
　原発事故発生から10年目、2020東京オリ
ンピックに翻弄された、汚染水問題、子ども
の被ばく問題、放射性廃棄物問題、何も解決
しない原発事故発生時から今日までの被災地
の写真映像をご紹介しながら皆さんの疑問に
お答えします

【申し込み・お問い合わせ先】
群馬中央医療生協　組合員活動課（前橋）　TEL027-265-3531
� （桐生）　TEL0277-55-5777

木村博一教授 オンライン学習会 

新型コロナウイルスとどう向き合う

木村博一　教授

※オンラインミーティングアプリZoomを
用いた学習会です。パソコンやスマートフォ
ンを利用して、どこからでも参加可能です。

⑶ く　ら　し　と　健　康　 2020.10.1 第654号く　ら　し　と　健　康



今
年
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
要
注
意

今
年
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
要
注
意

特　集

　

昨
年
度
末
か
ら
、
日
本
で
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（C

O
V
ID
-1
9

）
が
大
変
な

猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
来
年
の
春
に
む
け

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
に
も
注
意
が
必
要

な
時
期
と
な
り
ま
す
。

重
症
化
す
る
可
能
性
の

あ
る
感
染
症

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例

年
、
11
月
〜
３
月
頃
が
流
行
時

期
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
お
り
、

小
学
校
や
病
院
・
介
護
施
設
な

ど
で
集
団
感
染
を
起
こ
す
こ

と
も
良
く
あ
り
ま
す
。
起
動
感

染
症
の
一
種
で
、
突
然
の
発
熱

で
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
咳

や
喉
の
痛
み
、
頭
痛
や
倦
怠

感
、
筋
肉
痛
な
ど
の
症
状
が
あ

ら
わ
れ
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
重
く
な
り
や
す
い
疾
患

と
し
て
一
般
の
風
邪
症
候
群

と
は
分
け
て
考
え
ら
れ
て
お

り
、
慢
性
疾
患
な
ど
の
基
礎
疾

患
を
抱
え
て
い
る
方
の
方
が
、

重
症
化
す
る
危
険
性
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

の
同
時
流
行
を
危
惧

　

今
冬
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
同
時
流
行
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
方
に
優
先
的

に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

を
呼
び
か
け
、
10
月
１
日
か
ら

接
種
を
始
め
る
予
定
で
す
。
過

去
５
年
間
で
最
も
多
い
、
最
大

約
６
３
０
０
万
人
分
の
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
感
染
症
学
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
同
時
流
行
を
「
最
大
限
に
警

戒
す
べ
き
」
と
し
て
い
ま
す
。

９
月
４
日
に
各
職
能
の
代
表

者
と
、
前
橋
市
内
の
病
院
の
代

表
者
が
集
ま
り
、
前
橋
市
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
地

域
医
療
対
策
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
次
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
に
備
え
た
体
制
整

備
等
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
新
た
な
体
制
が
整
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

前
橋
協
立
病
院

　
　
　

副
総
師
長　

関
口
ひ
と
み

10
月
か
ら
予
防
接
種

は
じ
ま
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
予

防
接
種
が
有
効
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
罹
患
し
な
い
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
重

症
化
を
さ
せ
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
前
橋
協
立
病
院
で

は
、
10
月
か
ら
の
接
種
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を
お

こ
な
い
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
こ
と
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
「
罹
ら
な
い
、
う
つ

さ
な
い
」
為
の
、
私
た
ち
１
人

１
人
に
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

2020年ぐんままるごと健康チャレンジ
こんな時だか
らこそ、皆でや
ろう！
新型コロナウイルス
の影響で、家に閉じこ
もり気味になってい
ませんか？
健康づくりをして、病
気に負けない体力を
つけよう！
自分で決めた健康づ
くりの目標に、30日間
挑戦しましょう。

結果報告ハガキを提出

エントリーシートを提出してください。
チャレンジに挑戦して、結果を送ると素敵な景品が送られてきます。

エントリーシートを提出
毎日歯を磨く！

毎朝水を飲む！
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地域活動アラカルト

　「診療所がどのように建設されたのか知りたい！」と、地元相生支
部の組合員４名と８月24日に懇談会を開催しました。西上所長はじ
め６名の職員が相生地域での診療所建設から開設までの様子を組合
員と共にふりかえりました。
　約30年前、診療所建設の場所は畑や空き地、何もないところから
始まりました。組合員さん達は「１人3,000円の出資で、最低2,000
人の組合員を増やそう！」と、ほぼ毎日知人や友人を訪問したとの
事でした。「なぜ診療所が必要なのか」をみんなで話し合い、特に
「医療生協について丁寧に伝えた」と、旧支部役員の方はおっしゃっ

ていました。
　懇談に参加した職員から、「今までは自分が働いている事業所がどのような経過でつくられ、地域の組合員さん
がその歴史の中でどのような活動をされていたのか、知る機会がありませんでした。今回このような機会を得られ
毎日の仕事の励みになった」という感想が寄せられました。

診療所の建設から開設当時をふりかえる

　

ほ
な
み
に
あ
る
中
庭

の
ス
ペ
ー
ス
に
畑
を
作

り
利
用
者
の
方
々
と
一

緒
に
取
り
組
め
る
空
間

を
作
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
方
々
や
認

知
症
の
方
々
に
対
し

て
、
園
芸
を
取
り
組
む

こ
と
に
つ
い
て
の
効
果

や
期
待
さ
れ
る
効
果
な

ど
に
つ
い
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

園
芸
活
動
を
通

し
て
昔
や
っ
て
い

た
こ
と
を
思
い
出

し
、で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、ご

入
居
さ
れ
て
い
る

方
々
の
活
動
に
対

す
る
意
欲
に
増
加

が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

水
や
り
な
ど
日
常
的

な
世
話
も
必
要
で
あ

り
、
成
長
の
期
待
感
か

ら
自
発
的
な
世
話
や
観

察
と
い
っ
た
活
動
が
生

ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

2
階
に
ご
入
居
さ
れ
て

い
る
方
は
、
畑
の
見
え

る
窓
を
通
る
た
び
に
車

椅
子
か
ら
立
ち
上
が

り
、
畑
を
の
ぞ
い
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
タ
ッ
フ
や
利
用

者
同
士
と
の
こ
こ
で
し

か
な
い
交
流
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

施
設
内
で
の
園
芸
を

通
し
て
他
者
と
の
交
流

が
生
ま
れ
る
こ
と
や
、

社
会
福
祉
法
人
協
同
福
祉
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
な
み

園
芸
活
動
を
通
じ
て

生
ま
れ
る
生
き
が
い
づ
く
り

ほ
な
み
だ
よ
り
第３号

副
施
設
長
　
山
口
　
怜
生

役
割
を
持
て
精
神
的
な

安
定
に
も
繋
が
り
ま

す
。
認
知
機
能
の
改
善

と
し
て
は
、
植
え
る
も

の
や
実
の
な
る
時
期
を

確
認
し
た
り
、
収
穫
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
季

節
や
日
付
を
認
識
す
る

見
当
識
の
改
善
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
か
ら
、
生
活

の
質
の
向
上
と
合
わ
せ

て
よ
り
良
い

ケ
ア
が
提
供

で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

苗
を
植
え

て
、
育
て
る
だ

け
で
な
く
、
収

穫
か
ら
調
理

ま
で
入
居
さ

れ

て

い

る

方
々
に
行
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
車
椅
子
で
の
作
業

が
で
き
る
よ
う
に
机
を

用
意
し
、
す
ぐ
に
休
め

る
よ
う
な
椅
子
な
ど
も

準
備
し
環
境
も
整
え
て

い
ま
す
。
多
く
の
方
が

集
ま
り
、
散
歩
コ
ー
ス

に
も
な
っ
て
お
り
保
育

園
児
の
お
散
歩
な
ど
で

も
畑
を
見
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

〜桐生協立診療所
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　

御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　

二
〇
二
〇
年
十
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　

〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　

解
答　

官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
254
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
253
回
の
答
え
》

ヒ
ヤ
シ
チ
ユ
ウ
カ（
冷
や
し
中
華
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

…
…
の
は
ず
が
、
で
き
た
の
は
昼

食
後
だ
っ
た

２　

開
い
て
串
に
刺
し
た
…
…
焼
き

３　

本
名
を
隠
す
こ
と

４　

生
ま
れ
育
っ
た
国

５　

自
分
で
す

６　

ネ
ズ
ミ
の
絵
で
有
名
な
謎
の
覆
面

芸
術
家

９　

食
欲
の
秋
は
色
気
よ
り
…
…

12　

砂
糖
や
牛
乳
を
煮
詰
め
て
作
っ
た

茶
色
の
あ
め
菓
子

14　

つ
じ
つ
ま
が
合
い
ま
せ
ん

19　

…
…
ひ
ま
を
か
け
た
職
人
仕
事

20　

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
際
に
処
刑
さ
れ

た
国
王
。
…
…
16
世

21　

地
球
の
表
面
積
の
お
よ
そ
３
割

22　

…
…
八
丁
手
八
丁

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　
「
♪
夕
焼
け
小
焼
け
の
〜
」で
始
ま

る
童
謡

５　

父
・
母
の
姉
妹

７　

ゴ
ビ
、
サ
ハ
ラ
、
ア
ラ
ビ
ア

８　

英
語
の
略
称
は
Ｕ
Ｎ

10　

顔
立
ち
の
素
敵
な
人
が
好
き
！

11　

あ
の
会
社
は
…
…
が
高
く
て
、
ち

ょ
っ
と
苦
手
で
す

13　

チ
ョ
ウ
や
ガ
の
幼
虫
で
す

15　

中
央
ア
メ
リ
カ
で
栄
え
た
と
さ
れ

る
…
…
文
明

16　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
７
番
目

17　

魚
の
呼
吸
器

18　

童
話
劇
「
青
い
鳥
」
の
作
者

23　

…
…
気
、
…
…
口
、
…
…
酔
い

24　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
の
必
需
品

254

第
17
回
生
協
ほ
な
み
句
会
　
2020
・
9

穏
や
か
に
今
日
も
過
ぎ
て
く
夕
月
夜　
　
　
　
　

早
織

ご
ろ
ご
ろ
と
の
ど
元
唸
る
秋
の
夜　
　
　
　
　
　

康
夫

赤
蜻
蛉
こ
の
指
と
ま
れ
背
伸
び
の
子　
　
　
　
　

亜
由
美

月
見
月
マ
ス
ク
仕
立
て
る
端
切
れ
か
な　
　
　
　

星
子

天
高
し
家
族
そ
ろ
っ
て
平
和
展　
　
　
　
　
　
　

小
夜
子

クロス漢字ワード当選者��（①応募総数②正解者数③当選者）／ 252回①29通②28通③5名　本田尋美 （前橋）　アンアン（前橋）　サクラクン（太田）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木由紀子（桐生）　ピンちゃん（高崎）

第
125
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2020
・
9

ド
ア
の
前
熱
い
ト
マ
ト
が
置
い
て
あ
る　
　
　
　

和
子

野
良
と
い
え
二
十
余
や
ち
ち
ろ
虫　
　
　
　
　
　

星
子

か
け
声
も
響
く
谷
間
や
秋
の
山　
　
　
　
　
　
　

丑
男

カ
ン
ナ
燃
え
い
つ
の
ま
に
か
八
十
路
か
な　
　
　

麗
子

（
敬
称
略
）

コ
ロ
ナ
禍
、医
療
従
事
者
の
皆
様
、

お
体
大
切
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

（
桐
生
市　

馬
場
寿
美
子
）

気
温
三
十
六
度
の
猛
暑
日
に
、
世

界
遺
産
の
荒
船
風
穴
を
訪
れ
ま
し

た
。氷
点
下
の
冷
風
を
利
用
し
て
、

生
糸
の
原
料
と
な
る
繭
を
つ
く
る

蚕
の
卵
を
貯
蔵
し
た
施
設
で
す
。

養
蚕
県
群
馬
を
担
っ
て
い
た
の
で

す
ね
。
風
穴
付
近
は
、
気
温
二
十

六
度
と
別
世
界
で
し
た
。

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

窮
屈
な
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
も
慣
れ

て
き
た
こ
の
ご
ろ
、
草
む
ら
か
ら

澄
ん
だ
虫
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
コ
ロ
ナ
は
退
散
し
そ
う
も
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
に
出
来
る
こ
と
を

行
い
、
も
う
少
し
辛
抱
し
ま
す
。

（
太
田
市　

坂
庭
友
江
）

イ
ラ
ク
に
広
島
通
り
が
あ
る
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

そ
こ
で
被
爆
被
害
者
へ
の
追
悼
集

会
が
開
か
れ
て
い
る
。
す
ご
い
こ

と
で
す
ね
。

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

昭
和
村
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
迷
路
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
高
さ
３
メ
ー

ト
ル
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
や
、
東

毛
地
区
で
は
見
る
こ
と
の
な
い
コ

ン
ニ
ャ
ク
畑
な
ど
新
鮮
で
し
た
。

（
太
田
市　

中
村
正
一
）

コ
ロ
ナ
で
今
、
医
療
の
方
々
に
は

頭
が
下
が
り
ま
す
。
私
た
ち
が
出

来
る
こ
と
は
病
院
内
へ
ウ
イ
ル
ス

等
を
持
っ
て
行
か
な
い
こ
と
。
自

分
も
出
来
る
対
策
を
す
る
こ
と
で

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

（
高
崎
市　

ト
シ
）

皆
様
の
ご
活
躍
、
心
よ
り
応
援
し

て
い
ま
す
。ご
自
愛
の
程
。「
み
ん

な
の
声
」に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

光
輝
高
令
蛇
）

ヒ
ザ
が
痛
い
の
で
リ
ハ
ビ
リ
中
で

す
。
早
く
治
り
ま
す
よ
う
に
。

（
前
橋
市　

吉
澤
育
代
）

暑
い
！
暑
い
！
と
連
呼
し
て
い
ま

し
た
が
栗
林
で
、
も
う
栗
が
落
ち

て
い
ま
し
た
。
お
盆
あ
け
、
朝
夕

の
風
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
涼
し
さ
が
加

わ
っ
た
こ
の
ご
ろ
、
季
節
は
巡
り

も
う
そ
こ
ま
で
秋
が
来
て
い
ま

す
。
栗
ご
飯
炊
き
ま
し
た
。

（
前
橋
市　

松
村
恵
津
子
）

ゆ
る
く
ゆ
る
く
気
に
さ
わ
ら
な
い

程
度
の
つ
な
が
り
が
良
い
か
な

（
大
泉
町　

木
本
洋
子
）

コ
ロ
ナ
で
中
断
さ
れ
て
い
た
沖
縄

三
線
の
お
稽
古
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

受
け
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
４
月

か
ら
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
友
人
や
家
族
と
の
グ
ル
ー
プ

ラ
イ
ン
、
各
種
調
べ
も
の
、
最
新

ニ
ュ
ー
ス
、
お
ま
け
に
脳
ト
レ
ゲ

ー
ム
等
々
…
使
っ
て
み
る
と
、
あ

ま
り
の
便
利
さ
に
驚
い
て
い
ま

す
。

（
桐
生
市　

青
木
由
紀
子
）

か
け
は
し
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
仲
間

の
「
お
ー
ぷ
ん
り
ー
る
」（
音
楽
サ

ー
ク
ル
）
に
参
加
し
、
ホ
ー
ム
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
や
、
医
療
生
協
の

班
会
、
年
金
者
組
合
等
の
集
い
に

呼
ば
れ
て
一
緒
に
歌
っ
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
春
先
か
ら
の

イ
ベ
ン
ト
が
す
べ
て
中
止
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
一

緒
に
歌
え
る
こ
と
を
夢
見
て
、
月

１
〜
２
回
の
練
習
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
歌
え
る
か
の

不
安
を
抱
え
る
70
歳
に
近
い
私
た

ち
で
す
が
、
ふ
り
し
ぼ
っ
て
「
青

春
」
を
歌
う
と
、
20
代
の
少
年
達

に
な
り
ま
す
。「
平
和
」を
歌
い
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

本
田
尋
美
）

安
倍
さ
ん
も
コ
ロ
ナ
疲
れ
だ
交
代
だ

�

中
村
正
一

猫
の
句
を
読
し
方
あ
り
良
き
秋
日

秋
の
夜
は
猫
の
寝
顔
を
マ
ッ
サ
ー
ジ

�

星
子

夏
草
の
茂
る
強
さ
の
無
限
大

自
粛
し
て
夫
の
古
着
懐
か
し
む

�

伊
藤
ミ
ツ

「
人
間
を
返
せ
で
始
ま
る
」
原
爆
忌

立
葵
軒
先
低
き
母
の
家

�

田
中
八
重
子

大
沼
の
水
面
に
映
ず
鰯
雲

秋
高
し
美
し
き
山
脈
ま
ぶ
し
か
り

　
　
　
　

中
島
毅
峰

【
川
柳
】

投
稿

【
俳
句
】

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2020
・
9

湖
畔
道
水
辺
に
映
え
る
キ
リ
ン
草　
　
　
　
　

た
か
お

ナ
ス
満
載
漬
物
天
ぷ
ら
み
そ
汁
に　
　
　
　
　

石

新
盆
に
来
な
く
て
い
い
と
妹
が　
　
　
　
　
　

克
ち
ゃ
ん

刈
り
取
り
し
稲
穂
の
重
み
笑
み
こ
ぼ
れ　
　
　

や
す
み

コ
ス
モ
ス
や
昔
の
友
の
声
思
ふ　
　
　
　
　
　

健
二

コ
キ
リ
コ
の
舞
祭
り
近
ず
く
五
個
山
に　
　
　

大
門

農
繁
期
草
掻
く
親
子
夏
の
鴨　
　
　
　
　
　
　

平
野

風
う
け
て
山
名
の
奥
の
せ
み
の
道　
　
　
　
　

ゆ
う
こ

カ
ラ
オ
ケ
に
暑
さ
し
の
ぎ
の
八
十
路
か
な　
　

松
ち
ゃ
ん

尻
焦
し
日
暮
待
つ
人
風
の
盆　
　
　
　
　
　
　

た
ろ
う
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・中毛：11月19日（木）
　　　 参加〆切11月12日（木）
　　　 環境システム荻窪公園
　　　 10時集合　12時終了

  申し込み・問い合わせ先：
　TEL 027-265-3031(代表)　中毛組合員活動課

・太田：10月28日（水）
　　　 北部運動公園周辺
　　　 9時集合　11時40分終了

・邑楽館林：11月25日（水）
　　　 多々良沼公園
　　　 10時集合　12時終了

  問い合わせ先：
　TEL 0276-45-4989　太田組合員活動課

理
事
会
だ
よ
り

●
８
月
22
日
（
土
）
定
数
29
名
中
27
名
の
出
席
で

第
３
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

①�

会
務
報
告
に
関
す
る
件

②�

専
門
委
員
会
に
関
す
る
件

③��

第
１
四
半
期
経
営
概
況
と
経
営
改
善
方
針
に

関
す
る
件

④�

２
０
２
０
年
度
生
協
強
化
月
間
に
関
す
る
件

⑤��

地
域
連
携
拠
点
事
務
所
運
営
規
定
の
改
定
に

関
す
る
件

⑥��

出
資
金
払
い
戻
し
等
の
手
続
き
に
関
す
る
規

定
新
設
に
関
す
る
件

⑦�

次
期
役
員
選
考
に
関
す
る
件

⑧�

定
年
延
長
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案
ど
お
り
承
認
し

ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（2０2０年8月末）

組　合　員� ３5，622人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，566人

　太田・館 林 地 域　組合員：　5，991人

　桐生・みどり地域　組合員：　2，928人

　その他の地域　組合員：　　1３7人

出　資　金� 9億7,０55万9,4００円

一人平均出資金� 27，246円

皆でウォーキングをして、
元気な体づくりに取り組もう！

WHO健康ウォーク いのちをささえる仕事へ
介護の資格を取得
してみませんか！

群馬中央医療生協が開催する
介護職員初任者研修（旧ヘルパー２級）講座

受講生を募集します

受講の期間　2020年11月６日〜2021年１月22日
上記期間中に17日間（水・金）の講習と通信教育課題の提出（３回分）
受講時間　午前９時30分〜午後４時頃
受 講 料　60,000円
（医療生協で一定の期間勤める事を条件に無料受講が可能）
会　　場　群中本部
募集締め切り　10月23日（金）

問い合わせ先　群馬中央医療生協本部　TEL027-265-3531
　介護福祉部　萩原・金子

この資格を取得し、介護の現場で働くことで介護福祉士やケアマ
ネージャーの受験資格を満たすことが出来ます

また、「　厚生労働省　教育訓練給付　」の対象事業となるため、
雇用保険への加入者については受講費用の半額の援助を受けら
れます。（当生協の無料受講生を除く）

職員募集（常勤）
あなたの力を発揮しませんか
介護支援専門員　若干名
介護福祉士　若干名
薬剤師　１名

勤務地　前橋市内の病院、介護施設等
　経験者優遇
　福利厚生が充実した働きやすい職場です

問い合わせ先　TEL�027-265-3531
生協本部　採用担当　狩野まで

2020年度�自治体健診
ただいま予約受付中！

自治体健診のご予約はお済でしょうか？
病気の早期発見のためにも、ぜひ健診を受けましょう。
あなたの行動で未来が変わるか
もしれません。
新型コロナ感染症対策も行った
上で実施しています！

ご予約・お問い合わせ先　
前橋協立病院健診室 TEL 027-265-3511（代表）
前橋協立診療所 TEL 027-231-6060（代表）
太田協立診療所 TEL 0276-45-4911（代表）
桐生協立診療所 TEL 0277-53-3911（代表）
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て

は
、
祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診）

半澤
(第1,2,3,5） 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３）

萱間
（第2,3,4,5） 萱間 萱間

(第1,奇数月第3）
萱間

(第2,4,5）
堀口 堀口 ＊歯科医の研修等で変更

になることがあります。
担当制を希望される方
は、お手数ですが事前に
お問い合わせ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっており
ます、お電話で予約でき
ます。
＊診療時間中の急患は随
時受け付けておりますの
で、ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

午後
月・火・水・金曜
木曜	14:30～ 16:30
13:30～16:30

半澤
(奇数月第3）

萱間 萱間 萱間 萱間 萱間
（奇数月第3休診）

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～ 20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第3）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上(第1・3・4)

小林(第3)
小林(第1～4)
西上(第1・3・4)

小林(第2)
西上(第1・3・4)

鈴木
（第４休診） 小	林 西上(第1・3)

片岡(第4・5)
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上

（第2休診）
第1・２休診
西上(第3～4)

西上
（第1・2休診）

西上
（第2休診）

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第1・4のみ)
※往診も行っています
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
無料送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
遠藤

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
小泉
岡田

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口
遠藤
第４週
加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

（月曜は15:00～）

遠藤
（16時まで）
（第１・３・５）
小泉

小平 宮平
遠藤

（第４・５）
坂本

加藤

夜間
17:00～ 加藤

往診 加藤 加藤
遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 小平 坂本 小澤
※月曜午後の外来は一部予約を除き15：00〜になります。
※糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべく早めに受付をお願い致します。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
　
科

午
前

予約外 内科医 野　本 高　柳 内科医 内科医 大　宮

予約外来
瀧　口道

鈴　木（第４週休診）
糖尿病：深　津

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞
鈴　木
骨：茂　木
8:30～10:00
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

瀧　口道
坂　本

（第１/３/５週）
鈴　木
小　野芳
宇　敷

（第２/４週）

西　上
塵　肺：小　林
（第２/４週）
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：山　田
宮　澤

瀧　口道
鈴　木
瀧　口由
西　上

瀧　口道
鈴　木（第１/４/５週）
西上（第４週）
三　浦章（第１週）

呼吸器：三浦陽（第１週）
砂長（第３週）

糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第３/４週）
循環器：中島（第３週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

予約外 大　宮 工藤瑞 大　宮 内科医 内科医

予約外来
田ヶ原

循環器：金　古
泌尿器（佐々木/辻）

心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
呼吸器：三浦陽

糖尿病・甲状腺：吉　岡

野　本（第２/４/５）
三　浦章

肝臓：高　柳
循環器：中　島
（第１週）

循環器：金　古（第２/３/４週）
糖尿病・甲状腺：松　本
呼吸器：上吉原（第２/４週）

田ヶ原
心療内科：鈴　木

橋　爪洋
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

＊夜間は予約患者さん専用外来
となります。
＊急患の方はいつでもご相談下
さい。

夜間 予約外来 鈴　木 石　川　
三　浦章 西　上

小児科

午前 一般外来
矢　島

精神発達：齋　藤
佐　藤

矢　島 齋　藤 矢　島 矢　島
齋　藤

齋　藤
矢　島（第１）
佐藤（第３/４/５）

午後 専門外来
アレルギー：矢　島

（第３週休診）
精神衛生相談：角　田

乳健３週間・予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

乳健３ケ月・予防接種：齋　藤
（第３休診）

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

精神発達：齋　藤

乳健９～10ヶ月・予防接種：
齋　藤（第１/３/５休診）
アレルギー：矢　島
精神衛生相談：角田

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 精神発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前 婦人科 小　松 白　石・小　松 白　石・小　松 小　松・北　原 白　石・北　原
北　原（第１/３週）
西　出（第４週）
白　石（第５週）

午後 婦人科 小　松 白　石（第３・４週は午後３時迄） 休　診　（手術） 小松・北原（14:30～） 白　石・北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 山　口 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 栗　原 岩　森 岩　森（第２/４週休診）
午後 栗　原

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田（隔週） 休　診
午後 手術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 安　達 柿　崎 高草木 安　達 植　原 交替制
午後 腸 橋　爪真 山　𥔎 橋　爪真

健　診
午前 大　宮 伊　藤 矢　島 伊　藤 須　藤
乳腺・
甲状腺 飯　島　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 飯島　ＡＭ

小児科受付時間
午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜
間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、
この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。産婦人科受付時間 午前8:00~11:00　※予約優先午後14:00~16:00　（初診予約可） 午後14:00~16:00

2020年10月１日現在の診療体制
病院・診療所とも第２土曜・日・国民の休日は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前
（予約制）

高柳
井上
桑原

高柳（11時まで）
井上
谷口

桑原
谷口

高柳（11時まで）
谷口

高柳（11時まで）
井上
桑原

 ３日：高柳
17日：谷口
24日：井上
31日：桑原

午後 高柳
15時30分～17時

桑原
14時30分～17時

井上
14時30分～17時

井上
14時30分～17時

桑原（16日：16時～）
14時30分～17時

夜間 高柳
17時～18時30分

井上
17時～18時

＊午前の受付時間：８時30分～12時
＊午後の受付時間：15時30分～17時（月）
　　　　　　　　　14時30分～17時（火）～（金）　　＊レントゲン：月～金曜日の午前中
＊夜間の受付時間：17時～18時30分（月曜）、17時～18時（金曜）
＊休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・祭日・年末年始
＊前橋市の特定健診も行っています。ご予約をお取りしていますので、ご希望の方は受付までお問い合わせください。

※第２土曜　休診

⑻く　ら　し　と　健　康2020.10.1 第654号 　く　ら　し　と　健　康


